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序
　
論

　

華
厳
教
学
の
大
成
者
、
法
蔵
（
六
四
三
―
七
一
二
）
の
思
想
は
、「
果
上
現
の
法
門
」

と
呼
ば
れ
る
高
踏
的
姿
勢
が
よ
く
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
形
而
上
学
的
な
思
弁
に
偏
っ

て
い
る
と
見
な
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
法
蔵
は
修
行
者
の
具
体
的
便
益
を
重

視
し
、
階
梯
的
な
思
想
体
系
（
観
行
思
想
）
を
確
立
す
る
こ
と
を
試
み
、
そ
の
成
果
が

複
数
の
観
行
書
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
観
行
書
の
中
で
最
も
早
く
成
立

し
、
法
蔵
壮
年
期
ま
で
の
観
行
思
想
を
表
す
と
考
え
ら
れ
る
著
作
が
『
華
厳
三
昧
観
』

で
あ
る
。
本
書
の
存
在
は
法
蔵
自
身
の
他
著
で
の
言
及
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、

古
く
か
ら
逸
書
と
さ
れ
て
き
た
。
近
代
に
至
り
、
現
存
す
る
『
華
厳
発
菩
提
心
章
』（
以

下
、『
発
菩
提
心
章
』）
と
『
華
厳
三
昧
章
』（
以
下
、『
三
昧
章
』）
が
、『
華
厳
三
昧
観
』

の
逸
文
と
一
致
す
る
記
述
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
い
ず
れ
が
そ
の
原
形
を

正
確
に
伝
え
て
い
る
か
が
長
年
の
学
術
論
争
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
論
争
の
核
心
は
、『
発
菩
提
心
章
』
が
含
有
す
る
『
法
界
観
門
』（
伝
統
的
に
杜

順
撰
と
さ
れ
る
）
の
扱
い
を
め
ぐ
る
問
題
に
あ
る
。『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』

の
構
成
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
前
者
が
『
法
界
観
門
』
全
文
を
含
有
す
る
の
に
対
し

て
、
後
者
は
『
法
界
観
門
』
の
項
目
の
み
を
記
し
て
内
容
を
省
略
す
る
と
い
う
相
違
が

あ
る
。
先
行
研
究
で
は
経
録
な
ど
の
記
述
や
、
文
献
学
的
検
討
に
よ
っ
て
各
書
の
正
当

性
が
主
張
さ
れ
た
も
の
の
、
結
論
は
下
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
先
行
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
書
誌
学
的
問
題
に
偏
重
し
た
結
果
、『
華
厳

三
昧
観
』
の
思
想
構
造
や
基
礎
概
念
の
解
明
は
十
分
に
進
ん
で
お
ら
ず
、
法
蔵
観
行
思

想
の
体
系
的
理
解
に
は
、
依
然
と
し
て
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

　

本
研
究
は
、
か
か
る
現
状
を
打
破
す
べ
く
、
二
つ
の
目
的
を
掲
げ
る
。
第
一
は
、
こ

れ
ま
で
未
調
査
で
あ
っ
た
写
本
群
を
含
む
諸
本
の
網
羅
的
な
校
合
研
究
に
基
づ
く
、
学

術
的
に
信
頼
し
う
る
『
華
厳
三
昧
観
』
原
初
形
態
の
復
元
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
そ
の

成
果
を
基
盤
と
し
て
、
本
書
の
思
想
内
容
を
精
緻
に
分
析
し
、
法
蔵
観
行
思
想
研
究
の

礎
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
章
　
法
蔵
の
実
践
的
事
績
と
著
作

　

本
章
で
は
研
究
の
背
景
と
し
て
、
法
蔵
の
実
践
的
志
向
を
論
じ
た
。
信
頼
性
の
高
い

初
期
の
伝
記
は
、『
梵
網
経
』
に
基
づ
く
厳
格
な
持
戒
、
日
常
的
な
『
華
厳
経
』
の
読

誦
な
ど
を
記
録
し
、
法
蔵
の
篤
実
な
修
行
者
と
し
て
の
姿
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、
法

蔵
は
著
作
中
で
数
度
智
顗
の
天
台
止
観
法
門
に
言
及
し
て
い
る
。
特
に
『
起
信
論
義
記
』

は
元
暁
『
海
東
疏
』
に
準
じ
て
『
小
止
観
』
の
修
禅
法
を
詳
細
に
引
用
す
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、
諸
本
と
の
校
合
に
よ
り
、
当
該
箇
所
が
単
な
る
孫
引
き
で
は
な
く
、

法
蔵
自
ら
『
小
止
観
』
原
文
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
上
の
事
実
は
、

法
蔵
が
智
顗
の
実
践
論
を
主
体
的
に
受
容
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

第
二
章
　『
華
厳
三
昧
観
』
の
諸
問
題

　

次
に
、『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
を
特
定
し
、
文
献
研
究
の
た
め
の
基
盤
を
確
立
す

る
こ
と
を
試
み
た
。『
華
厳
三
昧
観
』
は
法
蔵
の
他
の
著
作
の
記
述
か
ら
、
十
門
十
義

の
構
成
で
あ
る
こ
と
、
十
重
唯
識
に
対
し
て
観
行
の
立
場
で
十
重
の
教
え
を
説
い
て
い

優
秀
修
士
論
文
概
要

法
蔵
撰
『
華
厳
三
昧
観
』
の
基
礎
的
研
究
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る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
密
『
行
願
品
疏
鈔
』
と
崔
致
遠
『
法
蔵
和
尚
伝
』

に
逸
文
が
存
在
す
た
め
、
こ
れ
ら
に
合
致
す
る
こ
と
が
『
華
厳
三
昧
観
』
と
し
て
認
定

す
る
た
め
の
必
須
条
件
と
な
る
。

　

本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
未
調
査
で
あ
っ
た
写
本
を
含
む
資
料
を
網
羅
的
に
校
合
し

た
結
果
、
現
在
流
布
し
て
い
る
大
正
蔵
本
『
発
菩
提
心
章
』
及
び
そ
の
底
本
の
諸
刊
本

に
は
、
後
代
の
思
想
の
挿
入
や
改
変
、
誤
写
が
多
数
認
め
ら
れ
、
資
料
と
し
て
の
信
頼

性
に
著
し
い
問
題
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
信
頼
性
の
高
い
写
本

系
統
の
『
発
菩
提
心
章
』
と
『
三
昧
章
』、『
法
界
観
門
』
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
文
脈

上
の
整
合
性
や
脱
字
の
少
な
さ
か
ら
『
発
菩
提
心
章
』
が
他
よ
り
明
ら
か
に
古
い
形
態

を
留
め
て
い
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
存
す
る
複
数
の
逸
文
と
の
比
較
に
お

い
て
も
、
い
ず
れ
も
が
『
発
菩
提
心
章
』
と
高
い
近
似
性
を
示
す
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
写
本
系
統
の
『
発
菩
提
心
章
』
が
『
華
厳
三
昧
観
』
の
内
容

を
正
確
に
伝
え
て
い
て
、『
三
昧
章
』
は
後
代
の
成
立
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。
た
だ
し
、

『
発
菩
提
心
章
』
に
は
、
構
成
に
お
い
て
後
世
の
改
変
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
存
在
し
、

更
な
る
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。

第
三
章
　
別
教
の
菩
薩
行
と
三
昧

　

本
章
で
は
、『
華
厳
三
昧
観
』
の
観
行
思
想
を
論
攷
す
る
前
提
と
し
て
、
法
蔵
の
成

道
論
に
関
連
す
る
基
礎
的
事
項
を
確
認
し
た
。

　

第
一
節
で
は
、
別
教
の
行
位
論
を
検
討
し
た
。
法
蔵
は
修
道
階
梯
と
し
て
、
円
融
相

摂
門
と
、
次
第
行
布
門
を
併
説
す
る
。
前
者
は
一
位
即
一
切
位
の
た
め
に
個
別
の
階
位

を
立
て
な
い
別
教
の
究
竟
で
あ
る
。
対
し
て
後
者
は
方
便
と
し
て
階
位
を
仮
設
し
た
説

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
形
骸
化
し
た
他
派
の
行
位
論
へ
の
鋭
い
批
判
が
内
包
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
具
体
例
と
し
て
、『
五
教
章
』
で
は
三
生
成
仏
の
よ
う
な
簡
素
な
行
相
を
示
し
、

『
探
玄
記
』
で
は
他
学
派
に
準
じ
た
階
位
を
立
て
つ
つ
も
、
そ
れ
ら
が
仮
説
で
あ
る
と
し
、

普
賢
行
の
名
の
も
と
に
固
定
的
な
行
位
に
捉
わ
れ
な
い
行
の
自
在
性
を
顕
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
主
張
は
別
教
の
深
遠
な
教
義
を
宣
揚
す
る
と
同
時
に
、
煩
瑣
な
行
位
論
に
捉

わ
れ
な
い
法
蔵
の
現
実
的
思
索
を
表
し
て
い
る
。

　

第
二
節
で
は
、
観
行
に
よ
っ
て
目
指
す
べ
き
境
地
と
し
て
の
華
厳
三
昧
に
つ
い
て
論

じ
た
。
法
蔵
は
初
期
の
著
作
か
ら
一
貫
し
て
、
智
儼
以
来
『
華
厳
経
』
の
根
本
定
に
さ

れ
る
海
印
三
昧
を
重
視
す
る
。
し
か
し
、『
探
玄
記
』
撰
述
前
後
か
ら
は
新
た
に
華
厳

三
昧
に
も
着
目
し
、『
華
厳
経
』
自
体
を
信
・
解
・
行
・
証
の
四
つ
の
修
行
階
梯
と
し

て
把
握
し
た
う
ち
の
行
の
境
地
を
表
す
三
昧
に
位
置
づ
け
た
。
特
に
観
行
思
想
に
お
い

て
は
、『
華
厳
三
昧
観
』
で
題
目
と
し
て
、『
五
教
止
観
』
と
『
遊
心
法
界
記
』
で
円
教

の
観
の
呼
称
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
、
華
厳
行
者
が
観
行
を
通
じ
て
到
達
す
べ
き
境
地

を
表
す
中
心
概
念
と
し
て
重
用
し
て
い
る
。
華
厳
三
昧
の
重
視
は
、
因
分
可
説
果
分
不

可
説
の
語
に
表
れ
る
よ
う
に
、
法
蔵
が
修
行
者
の
実
践
可
能
な
到
達
点
を
果
分
で
は
な

く
因
満
の
境
地
に
設
定
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
推
測
出
来
る
。
事
実
、『
遊
心
法
界

記
』
で
は
海
印
三
昧
を
不
可
説
の
果
に
約
し
た
三
昧
、
華
厳
三
昧
を
因
満
を
表
す
三
昧

と
し
て
明
確
に
弁
別
し
て
い
る
。

第
四
章
　
華
厳
観
行
の
具
体
相

　

本
章
で
は
、『
華
厳
三
昧
観
』（『
発
菩
提
心
章
』）
に
説
か
れ
る
観
行
思
想
を
具
体
的

に
検
討
し
た
。

　

第
一
節
で
は
、
観
行
思
想
の
基
底
と
な
る
解
・
行
お
よ
び
観
・
行
の
思
想
的
展
開
を

論
じ
た
。
解
・
行
の
概
念
は
、
法
蔵
最
初
期
の
著
作
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』
に
お
い

て
、
空
有
円
融
の
義
を
理
解
す
る
「
解
」
と
、
そ
の
知
的
理
解
を
超
え
た
無
分
別
の
心

境
で
あ
る
「
行
」
と
し
て
初
め
て
定
式
化
さ
れ
た
。
当
初
は
三
乗
的
な
空
観
の
文
脈
で

用
い
ら
れ
た
こ
の
思
想
は
、
一
乗
の
修
道
論
へ
と
展
開
す
る
中
で
、「
行
」
と
い
う
無

分
別
の
境
地
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
を
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
智
慧
の
働
き
と
し
て
の
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「
観
」
の
活
動
性
を
認
め
る
観
行
無
礙
の
思
想
へ
と
深
化
す
る
。
こ
れ
は
、
静
的
な
行

（
自
利
）
と
動
的
な
観
（
利
他
）
が
円
融
無
礙
に
顕
現
す
る
別
教
の
理
想
的
な
菩
薩
行

を
示
す
も
の
で
あ
る
。『
発
菩
提
心
章
』
を
含
む
す
べ
て
の
観
行
書
で
は
、
三
乗
の
領

域
に
淵
源
を
持
つ
解
・
行
の
枠
組
み
が
、
別
教
一
乗
の
究
極
的
な
境
地
で
あ
る
観
行
無

礙
を
開
示
す
る
た
め
の
、
不
可
欠
な
階
梯
と
し
て
構
造
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
浅
近
な
方
便
か
ら
深
遠
な
実
義
へ
と
修
行
者
を
段
階
的
に
導
引
す
る
と
い

う
、
緻
密
な
教
導
的
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
。

　

第
二
節
で
は
、『
発
菩
提
心
章
』
の
第
三
顕
過
と
第
四
表
徳
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

こ
の
思
想
の
濫
觴
は
『
十
二
門
論
宗
致
義
記
』
に
あ
る
。
顕
過
は
縁
起
を
空
あ
る
い
は

有
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
の
過
失
を
顕
し
て
迷
情
を
破
す
こ
と
を
指
し
、
表
徳
は
二
諦

中
道
の
徳
を
表
す
こ
と
を
意
味
す
る
。『
発
菩
提
心
章
』
や
晩
年
に
近
い
観
行
書
と
考

え
ら
れ
る
『
五
教
止
観
』
に
お
い
て
は
、
顕
過
・
表
徳
は
と
も
に
別
教
の
観
行
を
説
く

前
の
階
梯
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
蔵
の
晩
年
ま
た
は
弟
子
の
撰
述
の

可
能
性
が
高
い
『
遊
心
法
界
記
』
で
は
、
暗
に
遮
情
（
顕
過
）
を
空
有
無
礙
の
み
を
表

す
三
乗
義
、
表
徳
を
一
多
相
即
を
表
す
一
乗
義
へ
と
振
り
分
け
る
思
想
的
展
開
が
確
認

出
来
る
。

　

本
研
究
で
は
、
顕
過
・
表
徳
が
不
可
分
の
対
概
念
で
あ
り
、
法
蔵
の
『
十
二
門
論
宗

致
義
記
』
に
そ
の
淵
源
が
あ
る
こ
と
を
思
想
史
的
に
解
明
し
た
こ
と
で
、
顕
過
を
除
き

表
徳
の
み
を
含
む
『
法
界
観
門
』
が
独
立
し
た
杜
順
の
著
作
で
は
な
く
、『
華
厳
三
昧

観
』
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
事
実
は
、
第
二
章
の
書
誌
学

的
考
証
と
相
ま
っ
て
、
先
行
研
究
に
お
け
る
『
華
厳
三
昧
観
』
と
『
法
界
観
門
』
の
成

立
に
関
す
る
論
争
に
終
止
符
を
打
つ
決
定
的
な
論
拠
と
な
る
。
さ
ら
に
、『
遊
心
法
界

記
』
に
見
ら
れ
る
表
徳
優
位
へ
の
思
想
転
換
か
ら
、『
法
界
観
門
』
は
『
遊
心
法
界
記
』

の
思
想
に
通
じ
た
人
物
に
よ
っ
て
、
円
教
の
観
行
に
特
化
し
た
抄
録
を
意
図
し
て
、
敢

え
て
顕
過
を
除
外
し
た
形
で
作
成
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。

　

第
三
節
で
は
、
実
践
の
核
心
を
な
す
止
観
思
想
を
論
究
し
た
。
法
蔵
は
止
観
を
三
乗

と
別
教
一
乗
の
二
つ
の
階
層
に
お
い
て
展
開
す
る
。
ま
ず
三
乗
の
止
観
は
、『
起
信
論
』

に
依
拠
し
、「
止
」
を
諸
縁
を
断
絶
し
万
有
の
平
等
的
側
面
を
観
想
す
る
こ
と
、「
観
」

を
現
象
世
界
に
お
い
て
大
悲
の
利
他
行
を
実
践
す
る
こ
と
と
定
義
す
る
。
晩
年
に
は
元

暁
『
海
東
疏
』
の
影
響
を
受
け
、
空
有
円
融
を
説
く
中
観
的
な
解
釈
が
加
味
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
基
礎
的
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
法
蔵
が
究
極
的
な
理

想
と
す
る
一
乗
の
止
観
に
お
い
て
は
、「
止
」
と
「
観
」
と
が
相
互
に
妨
げ
る
こ
と
な

く
無
礙
で
あ
る
止
観
双
行
が
至
高
の
境
地
と
さ
れ
る
。

　

こ
の
論
理
構
造
は
、『
発
菩
提
心
章
』
の
色
空
章
十
門
止
観
の
十
門
に
お
い
て
、
最

も
体
系
的
に
開
示
さ
れ
る
。
前
半
の
五
門
で
は
能
観
の
心
た
る
止
観
と
所
観
の
境
た
る

色
・
空
の
融
通
（
心
境
無
礙
）
を
明
か
す
の
に
対
し
、
後
半
の
五
門
は
そ
れ
を
踏
ま
え
、

後
世
に
言
う
と
こ
ろ
の
事
事
無
礙
を
開
顕
す
る
こ
と
で
、
止
観
の
円
融
無
礙
な
実
践
を

理
論
的
に
担
保
し
て
い
る
。
こ
こ
に
、
教
理
と
実
践
と
を
統
合
し
た
法
蔵
観
行
思
想
の

真
髄
が
見
出
さ
れ
る
。

結
　
論

　

本
研
究
は
、
網
羅
的
な
校
合
研
究
に
よ
り
、
現
存
の
写
本
系
統
の
『
発
菩
提
心
章
』

が
最
も
正
し
く
『
華
厳
三
昧
観
』
の
原
形
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
定
し
、
法

蔵
の
観
行
思
想
研
究
に
お
け
る
文
献
的
基
盤
を
確
立
し
た
。
そ
の
上
で
、
従
来
看
過
さ

れ
て
き
た
法
蔵
の
観
行
思
想
の
階
梯
的
構
造
と
基
礎
理
論
の
一
端
を
解
明
し
た
。
そ
の

結
果
、
法
蔵
の
思
想
体
系
が
別
教
一
乗
義
に
限
定
さ
れ
ず
、
三
乗
か
ら
別
教
一
乗
へ
と

至
る
段
階
的
か
つ
包
括
的
な
領
域
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
法
蔵
思
想

の
研
究
に
新
た
な
視
座
を
提
供
し
た
。



六朝隋唐における仏教者の道教認識

（57）1246

　

仏
教
者
に
よ
る
道
教
へ
の
認
識
は
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
は
道
教
が
潜
在
的
に
持
つ
多

面
性
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
、
仏
教
者
が
接
触
し
た
道
教
の
一
形
態
に
必
然
性
を
見
出

す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
道
教
経
典
と
一
口
に
言
っ
て
も
そ
の
内
実
は
様
々

で
あ
り
、『
老
子
』
や
老
子
に
関
す
る
信
仰
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
経
典
、『
抱
朴
子
』
の

よ
う
な
神
仙
術
の
書
、
あ
る
い
は
太
平
道
や
五
斗
米
道
（
天
師
道
）
に
由
来
す
る
経
典
、

仏
教
・
天
師
道
・
江
南
地
域
の
神
仙
道
の
習
合
に
よ
っ
て
成
立
し
た
霊
宝
経
や
上
清
経

と
呼
ば
れ
る
経
典
群
、
隋
唐
期
に
お
け
る
道
教
教
理
の
成
熟
に
伴
っ
て
出
現
し
た
も
の

な
ど
が
あ
る
。
道
教
内
部
で
は
六
朝
末
期
頃
に
は
既
に
こ
う
し
た
様
々
な
系
統
の
道
教

経
典
を
統
合
的
に
整
理
し
、
そ
れ
ら
の
総
体
と
し
て
道
教
を
意
識
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、

仏
教
者
の
よ
う
な
部
外
者
が
皆
同
じ
認
識
を
持
っ
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
た
だ

近
年
発
表
さ
れ
た
諸
研
究
に
お
い
て
も
、
仏
教
者
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
個
人
性
を
踏
ま
え

た
研
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
北
周
で
成
立
し
た
甄
鸞
「
笑
道
論
」
の

中
で
江
南
成
立
の
道
教
経
典
が
盛
ん
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
同
時
代
の
一
般
的

関
心
と
結
び
つ
け
る
研
究
も
あ
る
。
確
か
に
仏
教
者
の
護
法
文
献
に
は
甄
鸞
「
笑
道
論
」

や
法
琳
「
破
邪
論
」・「
弁
正
論
」
の
よ
う
に
道
教
経
典
を
直
接
引
用
し
、
極
め
て
詳
細

に
道
教
の
邪
説
を
排
撃
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
六
朝
期
以
降
か
ら
初

唐
に
か
け
て
成
立
し
た
道
教
経
典
に
関
す
る
研
究
は
近
年
急
速
に
進
展
し
、
成
立
年
代

や
制
作
者
、
思
想
内
容
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
際
に
仏
教
側
が
残
し

た
護
法
文
献
に
載
せ
ら
れ
る
道
教
教
典
に
関
す
る
記
述
が
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
こ
と

も
多
い
。
し
か
し
、
護
法
論
文
集
で
あ
る
『
弘
明
集
』・『
広
弘
明
集
』
に
収
録
さ
れ
る

地
域
や
時
代
、
背
景
様
々
な
論
者
に
よ
る
論
文
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
様
々
な
資
料

を
俯
瞰
し
て
も
、
道
教
経
典
に
精
通
す
る
よ
う
な
論
者
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
の
他

様
々
な
道
教
認
識
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
論
文
で

は
種
々
の
道
教
認
識
が
如
何
な
る
傾
向
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
の
認
識
が
ど
う
し
て

成
立
し
た
の
か
を
、
仏
教
者
個
々
人
が
接
触
し
た
道
教
経
典
と
そ
の
思
想
の
受
容
に
着

目
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

第
一
章
　
仏
教
者
の
道
教
認
識
の
諸
相

　

本
章
で
は
劉
宋
期
に
陸
修
静
が
完
成
さ
せ
提
出
し
た
道
教
経
典
の
分
類
形
式
で
あ
る

『
三
洞
経
書
目
録
』（
四
七
一
）
に
含
ま
れ
、
そ
の
後
の
道
教
史
で
長
き
に
渡
っ
て
権
威

を
持
つ
江
南
成
立
の
霊
宝
経
や
上
清
経
の
よ
う
な
経
典
群
（
以
下
「
三
洞
経
典
」）
に

着
目
し
、
そ
れ
ら
の
経
典
を
引
用
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
観
点
で
三
洞
経
典
閲
覧
状

況
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
三
洞
経
典
を
引
用
す
る
の
は
甄
鸞
・
法
琳
・
玄
嶷
・
明
槩

の
わ
ず
か
四
人
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
仏
教
者
そ
れ
ぞ
れ
の
経
歴

を
僧
伝
等
に
よ
り
確
認
し
た
結
果
、
三
洞
経
典
を
盛
ん
に
引
用
す
る
甄
鸞
・
法
琳
・
玄

嶷
は
そ
れ
ぞ
れ
元
道
士
で
あ
り
、
法
琳
・
玄
嶷
に
関
し
て
は
極
め
て
高
位
の
道
士
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
道
士
の
位
階
制
度
を
紹
介
す
る
『
洞
玄
霊
宝
三
洞
奉
道
科

戒
営
始
』
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
士
は
修
行
の
進
展
に
応
じ
て
上
位
の
経
典
や
そ
れ

に
伴
う
符
籙
、
戒
律
な
ど
を
授
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
例
え
ば
法
琳
が
三
洞
経
典
中
で

最
も
上
位
の
上
清
経
を
盛
ん
に
引
用
す
る
の
は
、
道
士
時
代
に
高
位
の
道
士
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
玄
嶷
「
甄
正
論
」
に
つ
い
て
は
先
行
研
究

が
乏
し
く
、
引
用
道
教
経
典
の
一
々
を
考
察
し
、
ま
た
段
落
ご
と
に
区
分
け
し
て
全
体

の
傾
向
を
分
析
し
、
先
行
す
る
諸
論
文
と
の
関
係
を
検
討
す
る
な
ど
、
基
礎
的
な
作
業

優
秀
修
士
論
文
概
要

六
朝
隋
唐
に
お
け
る
仏
教
者
の
道
教
認
識

今
　
田
　
星
　
紀
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を
行
っ
た
。

　

そ
の
他
、
三
洞
経
典
を
引
用
し
な
い
仏
教
者
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
十
七
人
程
の
仏
教

者
の
記
述
か
ら
引
用
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
紹
介
し
、
ま
た
そ
の
中
で
三
洞
経
典
や
そ

の
枠
組
み
に
関
す
る
理
解
が
見
ら
れ
る
北
周
道
安
の
「
二
教
論
」
に
つ
い
て
は
先
行
す

る
「
笑
道
論
」
の
記
述
に
依
拠
し
て
書
か
れ
、
道
安
自
身
の
見
聞
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
後
、
北
周
の
廃
仏
と
い
う
時
代
背
景
を
同
じ
く
し
て
書
か

れ
た
智
顗
『
摩
訶
止
観
』
の
記
述
と
「
笑
道
論
」、
同
じ
く
傅
奕
に
対
す
る
論
難
と
し

て
書
か
れ
た
李
師
政
「
内
徳
論
」
と
法
琳
「
破
邪
論
」
と
を
比
較
し
、
論
題
が
共
通
す

る
状
況
に
お
い
て
仏
教
者
同
士
で
如
何
に
道
教
批
判
が
異
な
る
の
か
検
討
し
た
。

　

最
後
に
、
明
槩
に
つ
い
て
は
道
士
の
経
験
は
な
い
が
、
そ
の
著
「
決
対
傅
奕
廃
仏
法

僧
事
」
に
お
い
て
天
師
道
発
祥
の
地
で
あ
る
四
川
の
天
師
道
教
徒
の
有
り
様
を
盛
ん
に

示
し
て
い
る
こ
と
や
、
自
身
も
「
綿
州
振
響
寺
沙
門
」
と
あ
る
よ
う
に
四
川
の
人
間
で

あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
『
続
高
僧
伝
』
に
立
伝
さ
れ
る
そ
の
他
の
四
川
の
僧
侶
と
道
教

と
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
か
ら
、
四
川
と
い
う
土
地
で
は
道
教
が
極
め
て
身
近
に
存
在
し
、

明
槩
も
道
教
の
教
説
へ
の
理
解
を
深
め
た
と
い
う
こ
と
が
十
分
を
推
測
で
き
る
と
結
論

づ
け
た
。第

二
章
　
道
教
認
識
の
多
様
性
の
要
因

　

本
章
で
は
第
一
章
を
通
じ
て
述
べ
た
道
教
認
識
の
多
様
性
に
つ
い
て
、
そ
の
要
因
を

探
る
べ
く
い
く
つ
か
の
論
点
を
設
け
て
検
討
し
た
。
ま
ず
、
仏
教
と
道
教
に
お
け
る
聖

典
認
識
、
す
な
わ
ち
真
経
か
偽
経
か
を
判
断
す
る
場
合
に
お
け
る
重
要
な
要
素
を
教
主

に
求
め
、
仏
道
の
間
で
ど
の
よ
う
な
認
識
の
相
違
が
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
相
違
が
仏

道
論
争
の
場
面
に
お
い
て
如
何
に
現
れ
て
く
る
の
か
を
考
察
し
た
。
陸
修
静
や
陶
弘
景

の
記
述
を
検
討
し
た
結
果
、
道
教
徒
は
真
人
や
天
上
世
界
か
ら
の
教
説
の
教
授
を
極
め

て
重
ん
じ
、
経
典
の
聖
性
は
教
主
の
超
人
性
・
非
実
在
性
に
担
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
。
一
方
で
仏
教
で
は
釈
尊
の
教
え
を
一
字
も
漏
ら
す
こ
と
な
く
伝
え

る
も
の
こ
そ
真
経
で
あ
り
、
実
在
す
る
教
主
か
ら
の
教
え
だ
か
ら
こ
そ
帰
依
す
べ
き
と

い
う
意
識
が
生
ま
れ
て
い
る
。
多
く
の
道
教
経
典
で
は
歴
史
的
に
記
録
可
能
な
説
所
や

説
時
が
示
さ
れ
な
い
た
め
に
、
仏
道
論
争
の
場
面
で
は
仏
教
者
が
そ
の
非
実
在
を
徹
底

的
に
批
判
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
仏
教
者
が
道
教
経
典
の
中
で
老
子
を

比
較
的
尊
重
す
る
の
は
、
そ
う
し
た
教
主
の
実
在
意
識
に
基
づ
き
、
そ
の
上
で
老
子
を

孔
子
や
釈
尊
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い
う
論
法
を
用
い
る
こ
と
が
効
果
的
な
手
段
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
道
教
経
典
が
道
士
以
外
に
あ
ま
り
流
布
し
て
お
ら
ず
、
極
め
て
限
定
的
に
伝
授

さ
れ
た
こ
と
を
、
仏
教
側
か
ら
の
資
料
や
道
教
経
典
に
説
か
れ
る
具
体
的
な
規
定
か
ら

考
察
し
た
。
そ
の
際
に
仏
教
側
の
思
想
や
状
況
と
も
逐
一
比
較
す
る
こ
と
で
、
両
教
間

の
差
異
を
明
確
化
さ
せ
て
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
『
無
上
秘
要
』・『
太
上
洞
玄
霊
宝
授

度
儀
』・『
洞
玄
霊
宝
三
洞
奉
道
科
戒
営
始
』
な
ど
の
初
唐
ま
で
の
道
教
資
料
か
ら
経
典

が
非
常
に
長
い
時
間
を
経
過
し
な
い
と
弟
子
に
伝
授
さ
れ
な
い
こ
と
、
実
際
の
伝
授
の

場
に
お
け
る
厳
格
な
規
則
、
伝
授
さ
れ
た
後
の
規
定
な
ど
を
確
認
し
、
仏
教
側
の
資
料

か
ら
道
教
で
そ
れ
ら
が
あ
る
程
度
実
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
一
方
で
仏
教
、

特
に
大
乗
仏
教
で
は
法
施
が
菩
薩
の
活
動
の
根
幹
で
あ
り
、
経
典
に
も
戒
律
文
献
に
も

読
誦
や
書
写
が
推
奨
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
仏
道
交
渉
研
究
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
道
教
の
閉
鎖
性
と
仏
教
の
拡
散
性
は
大
い
に
考
慮
す
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
六
朝
期
の
仏
教
者
の
中
に
は
、
道
教
に
深
く
接
し
て
い
な
い
も
の
の
、
あ
る

程
度
の
道
教
理
解
を
持
つ
者
が
存
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
大
き
な
要
因
を
道
士

顧
歓
と
の
論
争
で
あ
る
夷
夏
論
争
に
求
め
、
夷
夏
論
争
が
道
教
認
識
に
与
え
た
影
響
を

検
討
し
た
。
現
存
す
る
仏
教
側
の
資
料
の
中
で
神
仙
道
や
老
子
関
係
の
経
典
と
同
列
に
、

霊
宝
経
・
上
清
経
・『
荘
子
』
を
道
教
経
典
と
し
て
認
識
す
る
の
は
夷
夏
論
争
関
係
の

論
文
が
初
め
て
で
あ
る
。
本
稿
で
は
謝
鎮
之
や
明
僧
紹
の
論
文
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
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り
、
仏
教
者
が
顧
歓
と
の
や
り
取
り
の
中
で
間
接
的
に
道
教
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
っ

た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

第
三
章
　
智
顗
の
道
教
批
判
と
そ
の
特
徴

　

本
章
で
は
、
第
一
章
・
第
二
章
で
見
た
様
々
な
道
教
認
識
を
踏
ま
え
た
上
で
、
智
顗

個
人
の
道
教
認
識
の
特
異
性
に
つ
い
て
専
論
し
た
。
智
顗
は
そ
の
前
半
生
に
お
い
て
は

慧
思
の
影
響
下
で
道
術
に
親
し
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
慧
思
の
『
南
岳
思
大
禅
師
立

誓
願
文
』
で
は
仙
薬
や
金
丹
の
服
餌
が
実
践
法
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
智
顗
自
身
も

『
法
華
三
昧
懺
儀
』・『
次
第
禅
門
』
に
お
い
て
道
教
の
教
法
に
基
づ
く
よ
う
な
記
述
を

し
て
い
る
。
智
顗
は
こ
れ
ら
の
修
行
法
を
十
分
益
が
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
お
り
好

意
的
で
あ
り
、『
法
華
三
昧
懺
儀
』
等
を
著
し
た
瓦
官
寺
時
代
の
智
顗
自
身
が
そ
れ
ら

の
修
行
法
を
い
わ
ゆ
る
広
義
の
道
教
と
し
て
一
括
り
に
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
生
に
至
る
と
『
摩
訶
止
観
』・『
法
華
玄
義
』
等
の
智
顗
の
著
作
で
は
、

儒
教
へ
の
寛
容
な
態
度
に
比
し
て
、
老
荘
に
対
し
て
極
め
て
批
判
的
な
態
度
を
取
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
老
荘
へ
の
極
め
て
辛
辣
な
態
度
に
反
し
て
、
道
術
に
対

し
て
は
依
然
と
し
て
有
益
性
を
い
う
の
で
あ
り
、
智
顗
が
老
荘
以
外
の
道
教
の
要
素
や

道
士
を
排
撃
す
る
よ
う
な
箇
所
は
な
い
。
智
顗
が
真
に
非
難
し
た
い
の
は
『
摩
訶
止
観
』

に
「
荘
老
を
誇
談
」
し
、「
仏
法
の
義
を
も
っ
て
偸
ん
で
邪
典
に
お
く
」
と
あ
る
よ
う
な
、

老
荘
に
与
し
仏
教
を
卑
し
め
る
仏
教
者
な
の
で
あ
り
、
北
周
の
廃
仏
を
引
き
起
こ
し
た

還
俗
僧
で
あ
る
衛
元
嵩
の
よ
う
な
人
物
を
非
難
す
る
手
段
と
し
て
過
激
な
老
荘
批
判
を

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
智
顗
の
老
荘
批
判
に
つ
い
て
そ
の
特
異
性
と
後
世
へ
の
影
響
を
述
べ
た
。

『
摩
訶
止
観
』
巻
五
下
の
破
法
遍
の
段
で
は
智
顗
の
長
文
に
渡
る
老
荘
批
判
が
あ
る
が
、

そ
の
大
半
は
身
体
的
特
徴
や
行
為
に
お
い
て
釈
尊
と
比
較
し
た
際
に
老
荘
が
劣
る
と
い

う
内
容
で
あ
る
。『
老
子
』・『
荘
子
』
へ
の
高
い
評
価
は
智
顗
も
見
て
い
た
『
弘
明
集
』

全
体
を
通
し
て
の
傾
向
で
あ
り
、
智
顗
は
そ
う
し
た
傾
向
に
逆
行
す
る
が
如
き
で
あ
る
。

湛
然
は
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
五
之
六
で
智
顗
の
批
判
が
、
法
琳
が
道
士
の
李
仲
卿

の
釈
尊
批
判
に
対
抗
し
て
著
し
た
「
十
喩
篇
」（「
弁
正
論
」
巻
六
・『
広
弘
明
集
』
巻

十
三
所
収
）
と
論
点
が
似
て
い
る
と
注
し
て
い
る
が
、
法
琳
は
天
台
宗
と
浅
か
ら
ぬ
関

係
を
持
つ
人
物
で
も
あ
り
、
智
顗
の
論
点
一
々
と
対
照
さ
せ
た
結
果
、
法
琳
は
智
顗
か

ら
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
八
世
紀
中
頃
に
著
さ
れ

た
姚
ベ
ン
﹇
功
＋
言
﹈「
三
教
不
斉
論
」
に
も
智
顗
と
同
様
の
論
点
を
共
有
す
る
老
子

批
判
が
な
さ
れ
、
こ
う
し
た
例
か
ら
執
筆
当
時
と
し
て
は
か
な
り
過
激
で
あ
っ
た
智
顗

の
老
子
批
判
が
、
後
世
に
お
い
て
は
そ
の
典
型
と
し
て
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
、
結
び
と
し
た
。
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